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Ⅴ．特記事項 

1．九州西部地域大学・短期大学連合産官学連携プラットフォーム事業の展開 

 九州西部に位置する佐賀県と長崎県は、少子高齢化が進むとともに人口の流出に歯止め

がきかない状況にある。この地域で大学及び短期大学を維持し、発展させていくために

は、地域社会の発展に寄与する大学・短期大学として認知され、大切にされる存在にな

らなければならない。そこで、本学が両県の大学と短期大学に呼び掛け、地域社会の発

展に貢献するプラットフォーム事業を展開している。この事業には、両県の国・公立大

学を含め、全ての大学（10 大学）と短期大学（5 短期大学）が参加するとともに、福岡

県の 2 短期大学も加わっている。さらに、佐賀県と長崎県の地方公共団体、経済団体及

び佐世保市が参画している。 
 これらの参加団体は連携協定を結ぶとともに、学長等が出席する年 4 回の協議会を開催

し、事業推進のかじ取りを行っている。この協議会のもとに、A 高等教育の質の向上、

B 健康・医療・福祉、C 子ども育成、D 国際交流・観光・まちづくり、E 地域産業の活

性化及び中期計画策定・点検評価の六つの専門委員会を置き、事業の展開を図っている。

また、個別の案件に対応する作業班も設置し、地域社会への浸透を図っている。従来は、

このようなプラットフォームの形成は、国立大学が核となり進行されてきたが、本学が

リードする形で進めている。ただ、プラットフォーム構成大学が多く、両県にまたがる

ために事業の推進に加速度がつきにくい点はあるが、令和元(2019)年度には共同

FD(Faculty Development)や協働授業の実施、観光振興のための学生提案、そして、認

知症予防の事業等が行われている。このプラットフォーム事業を更に進め、地方の中小

大学の存在価値を高め、将来社会の中でなくてはならない大学として存在するよう推進

する。 
 

2．社会・地域との連携・協力について 

 本学における社会・地域との連携・協力に関しては、「地域・産学官連携活動の基本方針」

「地域・産学官連携に関する実施計画」「九州西部地域大学・短期大学連合産学官連携プ

ラットフォーム(QSP)中期計画」をベースに佐世保市他との近隣地方公共団体、企業・

団体（病院含）との連携協定を締結し、本学のステークホルダーとの連携強化、産学官

や他の教育機関との連携事業の具体化、一般市民対象企画の充実等、多分野にわたり様々

な事業を実施している。 
 主な活動実績として、今年度で第 9 回目の開催となる「ハイスクール茶会」や本学並び

に本法人と締結している連携協定先と連携し実施した公開講座などがある。学内開催の

講座には約 1,500 人、学外との共催企画による講座には約 450 人、小学生対象講座の

「NIU キッズキャンパス」には約 400 人、「NIU チャレンジスポーツ」には延べ参加者

が約 600 人の受講者となった。 
 これらの実績は、本学支援者であるステークホルダーの理解を得るだけでなく、本学へ

の入学者の増加、さらに、本学が所在する長崎県は昭和 25(1950)年から平成 27(2015)
年の間の生産年齢人口の減少率が九州 7 県中ワースト 1 位、全国ワースト 5 位という現

状や人口流出に歯止めをかける一翼を担うと考えている。 
 


